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が
る
格
差
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８
月
の
人
事
院
勧
告
に
向
け

た
と
り
く
み
の
最
大
の
テ
ー
マ

は
、
官
民
比
較
方
法
の
見
直
し

問
題
で
す
。

公
務
労
組
連
絡
会
・
全
教

は
、
人
事
院
あ
て
の
「
賃
下
げ

と
な
る
『
官
民
比
較
方
法
の
見

直
し
』
に
反
対
す
る
署
名
」
に

全
力
を
上
げ
て
い
ま
す
。

人
事
院
は
、
私
た
ち
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
今
年
の
民
間
給

与
実
態
調
査
に
お
い
て
、
５０
人

以
上
の
小
規
模
企
業
を
調
査
対

象
と
し
ま
し
た
。
現
行
の
１
０

０
人
以
上
規
模
を
５０
人
以
上
規

模
に
引
き
下
げ
る
と
、
給
与
水

準
が
１
・
４
％
程
度
引
き
下
げ

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
見
直
し
は
、
総
人

件
費
の
大
幅
削
減
を
ね
ら
う
政

府
・
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
要

請
に
沿
っ
た
動
き
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。

「
企
業
規
模
１
０
０
人
以
上

で
は
、
民
間
の
全
従
業
員
の
約

５５
％
し
か
カ
バ
ー
し
て
な
い

（
５０
人
以
上
の
カ
バ
ー
率
は
６５

％
）
」
「
小
規
模
企
業
も
含
め

た
民
間
賃
金
を
反
映
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
を
受
け
て
人
事
院

は
、
比
較
方
法
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
が
、
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
実
地
調
査
に
よ
る
精
確

性
の
維
持
、
公
務
採
用
者
の
民

間
企
業
と
の
競
合
状
況
な
ど
か

ら
み
て
適
切
で
あ
っ
た
か
、
慎

重
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

民
間
の
春
闘
結
果
は
予
想
以

上
に
厳
し
く
、
公
務
の
昇
給
制

度
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、

今
年
も
マ
イ
ナ
ス
勧
告
と
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
「
給
与

構
造
の
見
直
し
」
に
伴
う
「
現

給
保
障
」
は
、
「
下
り
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
停
止
し
て
い
る
」

状
態
で
、
マ
イ
ナ
ス
勧
告
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

昨
年
の「
給
与
構
造
の
改
革
」

に
引
き
続
き
、
合
意
も
な
い
ま

ま
調
査
を
一
方
的
に
強
行
し
、

さ
ら
に
調
査
結
果
を
勧
告
に
反

映
す
る
こ
と
は
中
立
機
関
た
る

人
事
院
の
行
う
べ
き
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
事
院
が
今
な

す
べ
き
こ
と
は
、
中
立
機
関
と

し
て
定
員
削
減
と
合
理
化
が
進

め
ら
れ
る
中
で
厳
し
い
労
働
を

強
い
ら
れ
て
い
る
職
員
の
処
遇

や
労
働
条
件
の
確
保
で
す
。

そ
の
た
め
、人
事
院
あ
て
に
、

次
の
内
容
で
署
名
に
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。
職
場
の
す
べ
て
の

教
職
員
に
呼
び
か
け
、
署
名
を

集
め
ま
し
ょ
う
。

（
生
権
局
長

新
堰
義
昭
）

４
日
、
「
教
育
基
本
法
の
改

悪
を
と
め
よ
う
！
北
海
道
連
絡

会
」
主
催
で
「
改
悪
阻
止
」
の

一
点
で
賛
同
す
る
市
民
団
体
・

全
て
の
教
職
員
組
合
・
労
働
組

合
の
３
０
０
０
人
が
厚
生
年
金

ホ
ー
ル
を
埋
め
尽
く
し
ま
し

た
。
改
悪
反
対
の
運
動
が
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
未
来
と

社
会
を
創
る
新
し
い
運
動
で
も

あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
札
幌
の

街
を
デ
モ
行
進
で
ア
ピ
ー
ル
。

「
２
時
間
の
集
会
・
デ
モ
に
往

復
１０
時
間
を
か
け
る
値
打
ち
は

あ
っ
た
」
と
の
声
も
。

「
許
す
な
、
憲
法
・
教
育
基

本
法
改
悪
！
府
民
大
集
会
」
が

４
日
、
京
都
市
内
の
円
山
野
外

音
楽
堂
で
開
か
れ
、
全
府
か
ら

１
８
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。
主
催
は
「
子
ど
も
と
教
育

・
文
化
を
守
る
京
都
府
民
会

議
」
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
斉

藤
貴
男
さ
ん
が
講
演
、
「
教
育

基
本
法
全
国
連
絡
会
」
の
大
内

裕
和
さ
ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ
を

行
い
ま
し
た
。
集
会
で
は
、
教

職
員
組
合
や
婦
人
・
青
年
団
体

な
ど
教
育
基
本
法
の
改
悪
を
許

さ
な
い
各
地
の
と
り
く
み
が
交

流
さ
れ
ま
し
た
。

８
月
１７
日
か
ら
２０
日
に
か
け

て
埼
玉
県
で
「
教
育
の
つ
ど
い

２
０
０
６
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

憲
法
・
教
育
基
本
法
改
悪
を

め
ぐ
る
情
勢
が
重
大
化
し
、
と

り
わ
け
、
教
育
基
本
法
改
悪
法

案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
審
議
さ

れ
る
と
い
う
、
戦
後
は
じ
め
て

経
験
す
る
事
態
の
も
と
で
、
こ

の
間
、
全
国
各
地
で
改
悪
法
案

の
廃
案
を
め
ざ
す
と
り
く
み
が

意
気
高
く
す
す
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
自
民
・
公
明
・

民
主
な
ど
は
、
教
育
基
本
法
を

改
悪
す
る
政
府
案
と
民
主
党
案

の
両
案
を
継
続
審
議
と
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

廃
案
に
す
る
こ
と
こ
そ
で
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
国
会
内
の

力
関
係
で
は
教
育
基
本
法
改
悪

勢
力
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て

い
る
も
と
で
、
改
悪
法
案
の
強

行
を
許
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
間
急
速
に
広
が
っ
た
教
職

員
の
共
同
、
父
母
・
国
民
の
世

論
の
力
で
あ
り
、
重
要
な
到
達

点
を
築
い
た
と
い
え
ま
す
。
い

っ
そ
う
父
母
・
国
民
と
の
共
同

を
広
げ
、
何
と
し
て
も
廃
案
に

す
る
た
め
、
奮
闘
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

��
教教
育育
基基
本本
法法
教教
研研
��

大大
きき
くく
成成
功功
ささ
せせ
よよ
うう

こ
う
し
た
も
と
で
、
「
す
す

め
よ
う
！
憲
法
・
教
育
基
本
法

・
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
も
と

づ
く
教
育
を

力
を
あ
わ
せ

て
」
を
第
１
の
テ
ー
マ
に
、
憲

法
・
教
育
基
本
法
に
も
と
づ
く

教
育
を
正
面
に
か
か
げ
て
開
催

さ
れ
る
「
教
育
の
つ
ど
い
２
０

０
６
」
は
、
教
育
基
本
法
改
悪

法
案
を
廃
案
に
す
る
と
り
く
み

に
と
っ
て
も
、
当
面
の
も
っ
と

も
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
文
字

ど
お
り
「
教
育
基
本
法
教
研
」

と
し
て
大
き
く
成
功
さ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２２９９
のの
分分
科科
会会
とと
８８
つつ
のの

「「
教教
育育
フフ
ォォ
ーー
ララ
ムム
」」

「
教
育
の
つ
ど
い
２
０
０
６
」

実
行
委
員
会
に
は
、
昨
年
度
の

１２
団
体
に
、
全
障
研
、
全
生
連
、

全
労
連
が
新
た
に
加
わ
り
、
１５

団
体
で
す
で
に
５
回
の
実
行
委

員
会
を
開
催
し
て
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
催
現

地
で
は
、
２８
団
体
で
つ
く
ら
れ

た
「
教
育
の
つ
ど
い
２
０
０
６

埼
玉
実
行
委
員
会
」
の
結
成
集

会
が
開
催
さ
れ
、
全
力
で
と
り

く
む
体
制
が
と
と
の
え
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。

「
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
の
つ

ど
い
２
０
０
５
」
が
き
り
ひ
ら

い
た
重
要
な
到
達
点
に
た
ち
、

開
会
全
体
集
会
、
特
設
分
科
会

を
ふ
く
め
た
２９
の
分
科
会
、
８

つ
の
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

企
画
さ
れ
、
い
っ
そ
う
父
母
・

国
民
に
ひ
ら
か
れ
た
教
研
と
し

て
大
き
く
成
功
さ
せ
よ
う
と
、

い
よ
い
よ
本
格
的
な
準
備
が
は

じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
夏
休
み
前
に
は
要

綱
や
チ
ラ
シ
な
ど
が
職
場
に
届

け
ら
れ
ま
す
。

「
平
和
な
世
の
中
で
子
ど
も

を
育
て
た
い
」
「
自
分
を
大
切

に
、
そ
し
て
周
り
の
人
た
ち
も

大
切
に
す
る
子
ど
も
に
育
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
教
職
員
、
父

母
・
国
民
の
願
い
を
結
び
合
わ

せ
、
み
ん
な
の
力
で
つ
く
り
あ

げ
る
「
教
育
の
つ
ど
い
２
０
０

６
」
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

今
か
ら
職
場
の
同
僚
や
父
母

に
声
を
か
け
、
全
国
か
ら
多
く

の
教
職
員
、
父
母
の
参
加
で
大

き
く
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

埼
玉
県
で
は
、
９
日
の
一
斉

宣
伝
行
動
を
１
２
３
カ
所
で
実

施
し
ま
し
た
。

多
く
の
参
加
者
が
集
ま
り
、

急
遽
宣
伝
の
場
所
を
増
や
し
た

り
、
宣
伝
用
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
を
持
ち
帰
り
、
家
族
で
最

寄
り
の
駅
で
配
布
す
る
な
ど
の

行
動
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
東
武

線
春
日
部
駅
東
口
、
西
口
で
は

教
職
員
組
合
、
民
商
、
埼
玉
土

建
、
新
婦
人
、
年
金
者
組
合
、

共
産
党
な
ど
６
団
体
５３
人
が
参

加
。
呼
び
か
け
に
高
校
生
も
署

名
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

９
日
都
教
組
は
、
都
内
の
１

０
０
カ
所
の
大
宣
伝
。
大
塚
駅

南
口
に
は
豊
島
支
部
か
ら
４３
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
る
で
駅

前
を
埋
め
尽
く
し
た
よ
う
な
盛

り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

北
多
摩
西
支
部
で
は
１１
の
駅

で
１
３
０
人
が
参
加
し
、
ビ
ラ

と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
お
よ
そ
３
０
０

０
枚
を
配
り
ま
し
た
。

墨
田
支
部
は
錦
糸
町
駅
北
口

と
東
武
線
曳
船
駅
で
６１
人
が
参

加
。台

東
支
部
は
入
谷
駅
で
３０

人
、
足
立
支
部
は
梅
島
な
ど
３

駅
で
５１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
日
、
全
教
広
島
が
呼
び
か

け
た
「
と
う
か
さ
ん
デ
モ
」
に

は
、
２
０
０
人
を
超
え
る
人
た

ち
が
参
加
。
と
う
か
さ
ん
大
祭

で
に
ぎ
わ
う
広
島
市
の
繁
華
街

・
本
通
り
を
突
き
抜
け
る
抜
群

の
コ
ー
ス
を
設
定
。
ゆ
か
た
姿

の
人
の
流
れ
と
一
体
に
な
っ
た

デ
モ
行
進
で
、
ア
ー
ケ
ー
ド
の

中
は
、「
い
っ
た
い
何
事
が
起
き

た
の
か
」と
い
っ
た
雰
囲
気
に
。

ビ
ラ
を
見
た
祭
り
客
も
い
っ

し
ょ
に
「
は
ん
た
〜
い
！
」
と

い
う
場
面
も
。
地
域
の
み
な
さ

ん
に
も
支
え
ら
れ
、
大
き
く
成

功
し
ま
し
た
。

増
大
す
る
非
常
勤
講
師

２
年
間
で
１
・
４
倍
に

学
校
で
は
た
ら
く
非
正
規
雇

用
の
教
職
員
、
と
り
わ
け
非
常

勤
・
パ
ー
ト
教
職
員
の
増
大
が

こ
こ
数
年
、
各
方
面
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
教
育
職
で
あ

る
講
師
の
場
合
も
、
非
常
勤
講

師
の
増
加
割
合
が
顕
著
で
す
。

最
近
の
文
部
科
学
省
調
べ
で

は
、
０３
年
度
２
万
５
０
０
０
人

だ
っ
た
非
常
勤
講
師
は
２
年
間

で
１
万
人
余
り
増
え
、
１
・
４

倍
と
な
っ
て
い
ま
す（「
朝
日
新

聞
」４
／
１０
付
下
記
グ
ラ
フ
）。

広
島
市
内
に
は
た
ら
く
教
職

員
数
は
約
７
５
０
０
人
。
う
ち

県
費
・
市
費
任
用
の
非
正
規
教

職
員
の
合
計
数
は
、
約
２
１
０

０
人
で
２８
・
２
％
を
占
め
、
内

訳
は
フ
ル
・
タ
イ
ム
２
割
、
パ

ー
ト
・
非
常
勤
８
割
と
な
っ
て

い
ま
す
。

全
教
職
員
の
５
人
に
１
人
は

パ
ー
ト
・
非
常
勤
教
職
員
で
す
。

一
時
金
な
し
、
昇
給
な
し

年
収
は
１
２
０
万
円
前
後

賃
金
・
労
働
条
件
で
は
正
規

教
職
員
と
パ
ー
ト
・
非
常
勤
教

職
員
の
間
に
は
き
わ
め
て
大
き

な
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

非
常
勤
講
師
の
時
間
単
価
は

２
千
数
百
円
で
す
が
、
「
補
助

的
」
業
務
を
担
う
パ
ー
ト
・
非

常
勤
職
員
の
場
合
は
、
時
間
単

価
は
１
０
０
０
円
以
内
、
１
週

間
の
就
業
時
間
数
も
３０
時
間
以

内
が
ほ
と
ん
ど
で
、
月
収
１０
万

円
、
一
時
金
は
な
い
た
め
に
年

収
は
１
２
０
万
円
前
後
で
す
。

何
年
勤
務
し
て
も
昇
給
は
な

く
、
こ
れ
で
は
ま
と
も
に
生
活

で
き
ま
せ
ん
。
教
育
活
動
上
の

役
割
・
位
置
づ
け
も
正
規
職
員

の
「
補
助
的
」
業
務
と
さ
れ
、

職
員
会
議
等
の
諸
会
議
へ
の
出

席
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
・
非
常
勤
職
員
の
担

う
業
務
は
、
教
育
活
動
・
学
校

運
営
上
必
要
な
こ
と
が
ら
ば
か

り
で
す
。
そ
れ
を
「
補
助
的
」

業
務
と
位
置
づ
け
て
生
活
で
き

な
い
賃
金
で
働
か
せ
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

丸
子
警
報
機
事
件
（
パ
ー
ト

労
働
者
の
賃
金
差
別
）
の
裁
判

で
は
、
「
お
よ
そ
人
は
そ
の
労

働
に
対
し
て
、
等
し
く
報
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
仕

事
に
従
事
す
る
場
合
、
賃
金
が

正
規
労
働
者
の
８
割
以
下
の
場

合
は
公
序
良
俗
に
違
反
」
と
の

判
決
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
均
等
待
遇
の
理
念
の
実

現
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
が
人

間
ら
し
く
働
き
、
生
活
す
る
た

め
の
国
際
的
な
流
れ
で
す
。

６・２中央行動を実施！
全国連絡会６・２集会も

全教は、教育基本法改悪法案の
廃案をめざす６・２中央行動を実
施。特別委員会の傍聴をはじめ、
国会議員要請、座り込みを行い、
夜には全国連絡会主催の集会、国
会請願デモへと合流し、まさに終
日の行動を展開した。

全教栄養職員部が
委員会を開催

全教栄養職員部は委員会を開
き、食育基本法と食育基本推進計
画について学習し、義務教育費国
庫負担制度堅持のとりくみなど当
面のとりくみについて意思統一。
また、栄養教諭制度について全国
の状況を交流した。

６・７中央行動を実施！
各界連６・７国民集会も開催

全教は教組共闘、子ども全国セ
ンター、教基法全国ネットワーク
などと６月７日、改悪法案の廃案
に向けた決意と国民の声を国会に
届けようと、６・７国会行動を実
施。国会議員への要請、国会前座
り込み行動を展開した。また、夜
には「教育基本法の改悪を許さな
い各界連絡会」主催の６・７国民
集会と国会請願デモが行われ、教
職員をはじめ労働組合、市民団体
・個人が参加。父母、学生、業者、
農民、労働者など各階層から約２５
００人が参加した。

公務労組連絡会が人事院・
総務省要求行動を実施

公務労組連絡会は、０６年人事院
勧告にむけた「夏季重点要求書」
を人事院・政府に提出。要求書提
出にあたっては、中小をふくめた
民間企業の０６春闘での賃上げ状況
が、昨年とほぼ同様の低額にとど

まっているもとで、公務員賃金の
社会的影響力もふまえた積極的な
賃金改善を行ない、賃下げにつな
がる「官民給与比較方法の見直し」
は断じてやめるよう求めた。
(http : //www.komuroso.org/)

教基法改悪法案は廃案に！
６・９全国一斉宣伝行動

全教をはじめ、教育基本法改悪
を許さない各界連絡会・全労連な
どは６月９日、全国一斉宣伝行動
を実施。東京、埼玉、大阪などで
は、それぞれ１００カ所余のターミ
ナル宣伝を展開。教育基本法の改
悪をさせないための多彩な行動が
全国各地でとりくまれた。

全教養護教員部が
総会開催し、中央行動実施

全教養護教員部は総会を開き、
養護教員の定数改善や教員評価に
対する学習とたたかいを強めるこ

となどの０６年度運動方針を決定。
翌日には、厚労省に文科省と連携
し性感染症対策と結核対策を充実
するよう要請。文科省には、８万
６３２５筆の署名を提出し、定数改善
を迫った。

改悪法案廃案めざし意志統一
全教第３２回中央委を開催

全教は第３２回中央委員会を開催
し、夏から秋にかけての教育基本
法の改悪を許さないたたかいや
「教育のつどい２００６」を成功させ
るための意思統一を行った。

３
日
、
高
教
組
な
ど
が
参
加

す
る
教
育
基
本
法
岡
山
県
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
憲
法
共
同
セ
ン
タ

ー
主
催
の
集
会
に
労
働
組
合
、

市
民
、
教
職
員
２
０
０
人
が
石

山
公
園
に
集
ま
り
ま
し
た
。

高
教
組
か
ら
は
、
５３
人
が
参

加
。
保
護
者
代
表
は
、
「
改
悪

さ
れ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
大
変

な
こ
と
に
な
る
。学
習
し
よ
う
」

と
訴
え
。
岩
佐
高
教
組
委
員
長

が
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横

断
幕
、
風
船
を
持
っ
て
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

３
日
、
「
教
育
基
本
法
改
悪

を
許
す
な
！
」
山
口
県
民
総
決

起
集
会
が
、
山
口
市
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
人
以
上

が
参
加
。
「
チ
ラ
シ
を
見
て
参

加
し
た
」
と
い
う
一
般
参
加
者

も
あ
り
、
立
ち
見
も
出
る
大
盛

会
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
で
は
父
母
・
教
職
員
・

退
職
教
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
、
教
育
基
本
法
に
対
す
る

思
い
や
と
り
く
み
を
交
流
し
ま

し
た
。
集
会
後
の
商
店
街
デ
モ

で
は
、
若
者
も
一
緒
に
反
対
の

声
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
０
０
６
／０
６
／２
０
Z
en
k
y
o
sh
in
b
u
n
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賃
金
引
き
下
げ
と
な
る

官
民
比
較
方
法
見
直
し

２００６年人事院勧告

―
教
育
の
現
場
か
ら
見
る
―

シリーズ
最終回

（全４回）

増
大
す
る
パ
ー
ト
・
非
常
勤

教
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件

府民大集会に
１８００人が参加

大宣伝行動を実施
１００駅を埋めつくす

保
護
者
代
表
も

�
こ
れ
は
大
変
�と
訴
え

�
チ
ラ
シ
見
て
参
加
�

決
起
集
会
を
大
盛
会
で

予
定
外
の
場
所
で
も

宣
伝
１
２
３
カ
所
で
実
施

改
悪
と
め
よ
う
！

６
・
４
集
会
に
３
０
０
０
人

各各
地地
でで
沸沸
きき
おお
ここ
るる
反反
対対
のの
声声

憲
法
・
教
育
基
本
法

に
も
と
づ
く
教
育
を

正
面
に
か
か
げ

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００００６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６

１．１００人未満の比
較対象企業の調査結
果を反映しないこと
も含め、賃下げ勧告
は行わないこと。
２．人事院勧告の社
会的影響をふまえ、
公務職場に働くすべ
ての労働者の生活改
善につながる勧告を
行うこと。

祭
り
客
も
一
緒
に

「
は
ん
た
〜
い
！
」の
声

埼
玉
県
内
で
開
催

（
８
月
１７
〜
２０
日
）

写真は昨年の「未来をひらく教育のつどい２００５」

�http : //www.zenkyo.biz

全国で
展開

東京・日比谷に全国から２５００人が集まった６・７国民集会

京 都

岡 山

山 口

埼 玉

北海道

東 京

広 島

教育基本
法改悪

許さないと
りくみ


